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1.プラハの南端に建て られた教会
チェコ共和国の首都プラハの中心に位置する旧市街広場から約2キ ロメー トル南に,カルロフと
いう地区があり,こ こに 「聖母マ リア被昇天および聖カール大帝教会」 という長い名前の教会があ
る。通常は 「カルロフの教会」 と呼ばれている。
プラハは中世か ら現代までのさまざまな建造物が建ち並ぶ,「建築の博物館」 とも呼ばれる街で,
一年を通 じて見物客が絶えない。 しか し大勢の観光客で賑わうのは,ヴ ルタヴァ川左岸のプラハ城
や右岸の旧市街に限られている。旧市街の東か ら南にかけて広がる新市街は,プ ラハ随一の繁華街
ヴァーツラフ広場周辺を除いてそれほど混みあってはいない。新市街といって も創設されたのは
14世紀半ばで,十 分に古いのだが,伝 統的ヨーロッパの建築 として威容を誇 っているのは19世紀




カルロフの教会は,そ うした新市街の中でも,最 も中心部から離れた南東の隅にあり,こ こまで
足を延ばす人はあまりいない。市電やバスの便がよくないのも一因であろう。地下鉄の1.P.パヴ
ロヴァ駅か ら15分ほど歩 くのが最 も簡単で,途 中には,社 会主義時代か ら有名だったビアホール
「ウ ・カリハ」(「聖杯の もと」の意)が ある。 また少 し寄 り適すれば,1712年か ら20年にかけて
建て られた館,通 称 「ヴィラ ・アメリカ」がある。 この名はかつて近 くにあった居酒屋にちなんで
つけ られたもので,館 そのものは典型的中央 ヨーロッパ風のバロック様式のヴィラである。 これが
建て られた頃は,こ の近辺にはまだほとんど建物 もなく,葡萄畑などが広がっていて,ま さに牧歌
的な生活の楽 しめる 「ヴィラ」であったらしい。現在 この建物の内部は,作 曲家 ドヴォジャークの
記念館として開放 されている。
14世紀か ら市壁で囲まれていた新市街 も,19世紀半ばまでは,半分 くらいはそうした緑地だっ
たのだから,その一番隅にあるカルロフの教会 も,も ともとはのどかな風景の中に建 っていたに違
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いない。教会の先はすでにプラハの歴史的市街地から外れ,ボ ティチ川の谷間に向かって急傾斜の
斜面 になっている。逆に南東の側から眺めるならば,丘 の突端に位置するこの教会は,か つては非
常に目立 ったはずである。残念ながら現在では,周 囲の建物に半ば埋 もれるようにしか見えない。






頃か らこの色に塗 られていたのかはわからないが,少 な くとも現在の姿からは,そ れほど古びた教
会には見えず,む しろ,少 々大きめの しゃれたチャペルといった感 じである。
しかし北側にある入 口から一歩中に入ると,雰囲気は一変する。背の高い窓があるとはいえ堂内
は薄暗 く,丸天井の下で,数 々の装飾が神秘的な輝きを放つ。営内の高い場所のあちこちに,さ ま
ざまな彫刻があり,キ リス ト像や聖人像がじっとこちらを見下ろしている。そして東側の張 り出 し
部分には祭壇があり,祭壇画の中では,聖母マリアや聖人たちが不動の姿勢で立ち尽 くしている。
よく見ると,内部の装飾や設備は比較的新 しい時代の ものが多 く,中世のカ トリック教会そのまま




以下,こ の教会が発行 している 「カルロフ」 というパ ンフレッ トωを手がか りに,こ れが建て ら
れた経緯,そ して現代までの歴史をたどってみよう。
2.着 工 と完 成
教 会が着 工 したの は1350年9月18日,チ ェコ国王 カ レル(ド イツ語で はカール)4世(在 位
1346～78)の治世5年 目で ある。 カ レル4世 はチェコのル クセ ンブル ク王朝第二代 の国王 で,父 方
の祖父 ハイ ン リヒは神聖 ローマ皇帝 であ った。父 ヨハ ンは皇帝 に はな らなか った ものの,チ ェコ王
の娘 エ リシュカとの結婚 によ って,チ ェコ王 の座 につ いた。 この血筋 によ り,カ レル はチ ェコ国王
と神 聖 ローマ皇帝 の二つ の位 を兼 ね ることにな った。 チ ェコ王国 は11世 紀以来神聖 ローマ帝 国 に
属 してきた国なので,皇 帝の地位がチ ェコの君主 にまわ って きた,と 表現 すればよいか もしれない。
こうして,プ ラハ は皇帝の宮廷 が置 かれる街 になったのであ る。
それに して も,帝 国 の中でチ ェコは東 の端 に位置す る。 その首都 プラハ も,当 時 の ヨー ロ ッパ で
は大 都市 だ った とはいえ,東 の果 ての街 である ことには変 わ りがなか った。 ここを本拠 とした カ レ
ルは,こ の街を帝国の 中心 にふ さわ しい都市 に しよ うと,大 改造 に着手 した。 プラハ城 内に ある聖
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聖母と皇帝に捧げられた教会
ヴィー ト教会を,当 時最新のゴシック様式の大聖堂に建て替え,ヴ ルタヴァ川に新たな石橋を建設
し,市内には神聖 ローマ帝国初の大学を創設 した。カレルは幼い頃にパ リのフランス王の宮廷で過
ごしたことがあるので,プ ラハをパ リに負けない街にしようと考えたのであろう。 さらに彼は,従
来の市街地の外側に新 しい市街地を設けて市壁で取 り囲み,整 然 とした都市計画にもとついた新た
な街を建設 した。 これが新市街である。そこには市民の邸宅や貴族の館などのほか,要 所要所に教
会や修道院が建てられた。
そしてその南東の隅,プ ラハ城 とちょうど対極の位置に建てられたのが,カ ルロフの教会と修道
院である。教会は,カ レルが特に崇敬す るかつての西 ローマ帝国復興者カール大帝(在 位768～
814)に捧げられることになった。 この教会建設にはもちろんカレルの政治的意図もあるが,新 市
街で最 も人口の希薄な地域に人々を住まわせるという目的もあった。礎石を置 く式典には,初代 プ
ラハ大司教パル ドゥビツェのアルノシュトや,多 くの高位聖職者や来賓 も出席 した。建築者の名前
は知 られていない。カレル4世 は創設の証書を発給 し,教皇クレメンス6世 は1352年に勅書でこ
れを承認 した。修道院はアウグスティヌス派に委ねられることになった。
教会は1377年1月28日,すなわちカール大帝の祝 日に完成 し,献堂式は二代 目プラハ大司教 ヴ
ラシムのヤン・オチコによって行なわれ,カ レル4世 とその息子で将来のチェコ王ヴァーツラフ4
世 も出席 した。
完成 した教会の,中 心部の上を覆う ドームは直径22.8メートルで,八 角形の土台の上に築かれ,
中には一本の支柱 もない。土台は正八角形で一辺が約9メ ー トル弱。床か らドーム型天井の頂点ま
ではIZ7メー トルある。 ドー ムを支える肋骨状の梁は,中 心部で美 しい星型模様を作 り出 してい
る。梁は全部で24箇所で交差 し,ドーム全体を40の規則正 しい面に分け,梁 と梁の間の ドームの
厚さはわずか15.25センチメー トル しかない。 ドーム分割の方法や,こ れを支える柱の細さから推
察するに,この教会のプランを描き,建設に着手 した人物,そ してこれを完成させた人物は,豊 か
な経験をつんだ,そ して高度な芸術的感覚を持 ったマイスターであったと思われる。
3.有為転変の歴史
しか しこの教会 と修道院 の運 命 は波乱 に満 ちていた。15世 紀 にな ると,カ トリック教 会の刷新
を主 張す るフス派 による改革運 動が チェコ全体 に吹き荒 れ,こ れを異端 と して撲滅 しようとす る皇
帝 や教皇 との間 にフス派戦争(1420～36)が起 こる(2)。その最初 の決戦 が迫 る1420年6月3日,
フス派の市民 たちの手 によ って教会 は襲 撃 され,修 道士 たちは迫害 された。
その後約70年 間,教 会 は荒 れ果てて いたが,15世 紀末 にな って フス派 とカ トリックの和解が と
りあえず成立 し,教 会 も再 興 された。 この頃 チェコを治 めていたヤゲ ウォ王朝 は,プ ラハ市 内や王
宮 にい くつ もの後期 ゴシック風 の建築 を残 した ことで有名 だが,カ ル ロフの教会 に もこの時代の改
修 の跡 が残 ってい る。
その後百 年 あま りは平和 であ ったが,ハ プスブル ク家 のルー ドル フ2世(在 位1576～1611)が
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統治 した最後 の年,宗 教 問題 で煮え切 らない態度を とる国王 に対 して,甥 のパ ッサ ウ司教 レオポル
トが プラハ侵入 を企 てた。 この騒乱 の さなか,カ ル ロフには暴徒 が押 し寄 せ,修 道士 た ちは迫害 さ
れ,虐 殺 された。 図書 室,古 文 書室,鐘 楼,鐘 は破壊 され,教 会 は再 び荒 れ果てた。
この後,チ ェコではカ トリックとプロテ スタ ントの正面衝突 が起 こ るが,結 局 はハ プスブル ク家
に支援 されたカ トリ ック側 が勝 利す る。皇帝 フ ェルデ ィナ ン ト2世(在 位1619～37)のもと,1634
年 に再 び教会 は改 修 され,聖 母マ リアとカール大帝 に捧 げ られ た。
しか し30年戦争 に よる被害 は大 きか ったため,1660年に修道 院長 イン ドール ・デ ・クローチ ェ
はその修繕 に とりかか った。い くつかの建物が付 け加え られたが,パ ンフ レットに よれ ば,そ れ は
この聖堂 が本 来持 ってい た性格 を損 な うもの であ って,後 に再 び取 り壊 されて い るとい う。1680
年代 には修道 院長 ユ レチカが,北 側正面入 口前 の前室 を取 り付 けた。 さらに1708年か ら09年 にか
けて聖堂参事 会員 ドヴォジャー クとオ ーハ イムの努力で,南 側 に 「聖な る階段」 が作 られ,そ の西
隣 には 「ベ トレー ムの洞窟」が作 られ た。正面 に施 され た碑文 に よれば,階 段は1711年2月15日
に聖 別 されてい る。
ここでベ トレー ムにつ いて説明す る必要 があるだろう。 ベ トレーム とは,キ リス トの生誕地 ベ ツ
レヘムの ことだが,チ ェコでベ トレームといえば,人 や動物 な ど数多 くの人形を並べて キ リス ト生
誕 の場面 を表 した もの を指 し,ク リスマスの時期 にはあち こちの教会で 自慢 のベ トレームが飾 られ
る。 しか しカル ロフのベ トレームはこれ らと異 な り,建 物全体 が,キ リス ト生誕の場面 を再現 す る
もの にな って いる。 これを 目当て に来 る地元 の人 たち もい るようだ。全体 は,5つ の部屋 に分かれ
た半 地下 の礼拝堂 にな って お り,内 部 にはオ リエ ン ト風 の建物 と牧歌的な風景や戯れ る天使 た ちな
どを描いた フ レスコ画 がある。壁 にはラテ ン語 で 「ここで聖母 マ リア よ りイエス ・キ リス トが誕生
した」 と書 かれている。端の一室に幼児 イエス,マ リア,ヨ ゼ フの,ほ ぼ等身大 の彩色像 が置かれ,
それ を,壁 に化粧 しっ くいで描かれた,3人 の王,羊 飼 い,羊,そ の他 の動 物な どの絵 が取 り囲ん
でい る。
話 を教会 に戻すが,修 道 院長 オ トチ ェナーシ ェク時代 の1733年か ら40年 にか けて改修 は さ らに
進 み,中 央部分 と東側,西 側 それぞれの張 り出 し部分 にタマネギ形の塔のつ いた ドーム型屋 根が取
り付 けられた。 それ以前 の,た とえば1606年にザデ ラーが完成 させたプ ラハ市街 図な どによれば,
それ まで は中央部分 に八角錐 の屋根 が乗 り,そ の上 に尖塔 がそびえて いた らしい。 この改修 で,教
会の外観 はバ ロ ック風 の ものに近づ いた。
さらに修道院長 ブ リンケは,西 側上部 にある聖歌隊席 に さらに前面の席 を設 けた。 その手 す りに
は音 楽 に関係す る8体 の聖人像 がある。聖歌 隊席 の上 の壁 には,聖 アウグスティヌスの象徴 で ある
「燃 え盛 る心臓」 が描 かれて いるが,暗 い室内 で,離 れた位置 か ら見 るせ いか,素 人 目には赤 カブ
のよ うに見え る。赤 と白の大理石 の板 で床 が覆 われたの もこの時期で ある。
聖 歌隊席の拡張 によってその下 にできたスペースには,新 た に3つ の小 さな礼拝堂 が作 られた。
真 ん 中の礼 拝堂 は,聖 具 室への入 口の よ うな形 にな って いる。 その上部 には1420年の フス派 によ





18世紀は,チ ェコのカ トリックが全盛を極めた時代であったが,そ の後半 になると,再 び教会
にとっては受難の時代が訪れた。今度の張本人は皇帝 ヨーゼ フ2世(在 位1780～90)その人であ
る。典型的な啓蒙絶対君主であるこの皇帝は,中世以来,人 々の生活を束縛 してきた様々な規制を
取 り払い,統一的な国民を作 り上げようとした。教会や修道院などはむしろ不要なものとみなされ,
多 くの教会施設が統廃合あるいは閉鎖を命 じられた。カレル4世 の創設になる由緒あるカルロフの
教会 も,その処置を逃れることはできず,教 会は廃止 されて建物は世俗的用途に用いられることに
なった。
1785年11月11日,最後の礼拝が廃止を惜 しむ多 くの人たちの参加で行なわれた。カルロフの
教区は近 くの聖 アポリナリウスの教区に統合された。教会の所有物はことごとく他の教会へ,あ る
いは一般に売られていった。主祭壇は聖アポリナリウス教会へ移され,教 会が大切に保管 してきた
「神の母」の絵もそこへ運 ばれていった。教会はまず軍隊用の貯蔵庫 として使われ,修 道院は病院
となった。
しかし1789年に,病 院で働 く人たちのために,部 分的に教会が再興 されることになり,12月13
日にプラハ大司教ディオニス ・クリーガーがこれを聖別 した。 これで3回 目の復興である。修道院
にはまずカプチン会が入 り,1856年か らはレデンプ トール会が入 って,修 道士の数は8人 であっ
た。1871年か ら73年にかけて再び大がか りな改修が行なわれ,聖 母マリアの昇天を称える祭壇が
作られて,1872年にプラハ大司教でもあるフリー ドリヒ ・シュヴァルツェンベルク枢機卿がこれ
を聖別した。 これはゴシック時代の祭壇を忠実に再現 した形式の ものである。19世紀後半のチェ
コでは,ハプスブルク家代以前にさかのぼる中世チェコ王国を回顧 し,理想化する風潮が高まった
ので,そ の嗜好に沿 ったものと思われる。




その他,こ のパンフレットには,堂 内の数々の彫刻や絵画についての説明がある。 ここでは省略
するが,独特なものを一つだけ紹介 したい。堂内の北側と南側の上部にそれぞれ設け られたバルコ
ニーにある彫像群である。北側にいるのは聖母マリア,聖 ヨゼフ,聖エ リーザベ ト,その夫ザカリ
アス,そ して南側にいるのはキ リス トとピラ トである。聖書の登場人物たちを生 き生 きと表現 した
この彫像群は,劇 の一場面のように見える。チェコではバ ロック時代に教会の主催による人形劇が
盛んに演 じられ,そ れが今日の人形劇や立体アニメ隆盛のもとになっているという説があるが,こ
の彫像群は,そ の雰囲気を今日に伝えて くれているのか もしれない。
もう一つ,史 実 とはあまりかかわりがないかもしれないが,パ ンフレットには教会の建設者につ
いての伝説が記 されているので紹介 したい。
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カ レル4世 時代 に,フ ランスやイ タ リアで建築を学ん だボフスラフ ・スタ ンコとい う男 がいた。
彼 はプラハ城代 の娘 アネ シュカ との結婚 を望ん でいた。城代 は,彼 が見事 な腕前を実証 したな らば
結婚 させ よ うと約束 した。 ボ フス ラフには教会 の建設が委ね られたが,彼 の恋敵は これ を妨害 しよ
うと企 てた。教会 がいよいよ完成 し,足 場 を取 り去 ることにな った時,買 収 されてい た労働者 た ち
はこれを嫌 が り,ド ーム天井 が落 ちて いると嘘 を言 った。 ボフスラ フは仕 方な く,足 場 を取 り外す
の ではな く,燃 や して しま うことに した。人 々は焼 け落 ちる足場 の音 を聞いていたが,そ の場 にカ
レル4世 と,ボ フス ラフの フィア ンセ もいた。 その時一人 の労働者 が駆 け出 してきて,天 井 が落 ち
て きた と叫んだ。 しか し,火 が消えて煙が静 まると,そ こには見事 な ドームの屋根 が現れ,人 々は
驚嘆 の叫びを上 げた。 しか しボ フスラフは,恐 怖 に駆 られてその場 を去 って しま った ので,こ れを
聞 くことがなか った。何年 か後,教 会横 の墓地 に見知 らぬ巡礼 が現 れた。 墓守は彼 に,不 幸 な建築
家 と,今 は世 を去 って ここに葬 られて いるその フィア ンセの話 を した。巡 礼 はその墓 の前 へ行 き,
悲 嘆のあま り息を引 き取 った。彼 は大勢 の人 々によって アネ シュカの隣 に埋葬 され た とい う。 建築
者 が フランスやイタ リアで修行 したとい う点 を除けば,お そ らくほ とん どが創作で あろ うが,教 会
の建築 をめ ぐる,人 々の情熱や確執 は伝 わ って くる。
4.ド ー ム型教 会 に こめ られ た もの
ここまででも明らかなように,カルロフの教会は,歴史の中で数々の浮き沈みを体験 してきた。
プラハに宮廷を置いた皇帝の都市計画にもとついて建てられ,そ の後,フ ス派による破壊,宗 教紛
争時代の破壊,啓 蒙絶対主義時代の圧迫などを くぐり抜けてきたのである。そのたびごとに聖職者





口,東側に内陣がある。そ して内陣に近い部分に南北に張 り出した翼廊があ り,上空から見 ると十
字架の形をしているのが標準である。 しかしこのカルロフの教会は全 く異なる。大規模な ドームを
中央に据え,し かもその部分が正八角形をしているという構造は,こ の教会が捧げ られた聖人君主
であり,西 ローマ帝国の復興者であるカール大帝が,そ の宮廷が置かれた街アーヘ ンに建てた宮廷
礼拝堂(796～805年)と,同じ構造なのである。
アーヘンは,中世後期 にも,ド イツ王の戴冠式が行なわれる場所として,特 別な意味を持 ってい
た。その宮廷礼拝堂を模 した教会をプラハに建てたカレル4世 の意図は明らかであろう。すなわち,
大帝の後継者である自分の宮廷都市プラハが,ア ーヘンと同じ意味を持つこと,言 い換えれば,自




言 ともいえる。 カ レルが,自 分 と同 じ名前 である大帝 に,特 に強 い崇 敬の念を抱 いて いたこと もも
ち ろん関係す るであろ う。
そ してこの巨大 な ドームを中心 と した建物 は,古 代 ローマ時代 の宗 教建 築や霊廟な どにさかのぼ
る。 アーヘ ンの宮廷 礼拝堂 の直 接 のモデル とな って い るの はラ ヴェ ンナのサ ン ・ヴィ'夕ー レ聖堂
(6世紀)で あ ると言 われ る。 これが,四 角形の プラ ンの上 に ドームをか ける とい うプ ランで最大
級 に発展 したのが,コ ンスタ ンテ ィノー プル(今 の イス タ ンブール)の ハギ ア ・ソフ ィア大聖堂
(530年代)で あ る。 しがた って カル ロフの教会 は この東 ロー マ(ビ ザ ンツ)帝 国の教会建 築の最
高傑作 と親戚関係 にあ る。 ドームの直径31メ ー トル,高 さ55メ ー トルのハギ ア ・ソフィアにはと
て も及 ばないとはいえ,プ ラハを キ リス ト教世界の 中心都市 の一 つにす るとい う意味が,カ ル ロフ
の教会の姿 それ 自体 に,こ め られてい るので ある。 カ レル4世 が コンスタ ンテ ィノー プル につ いて
どれだけ詳 しか ったかはわか らな いが,そ の壮麗 な大伽藍 についての情報 を得ていた と して も不思
議 ではな い。 この時期,ビ ザ ンツ帝国 はオ スマ ン帝 国に領土 を次 々 と奪 われ,首 都周辺 だけの小 さ
な国にな って しま っていたのだが。
さらに付 け加 えるな らば,15世 紀 に コ ンスタ ンテ ィノー プルが オスマ ン帝 国に よって制圧 され
た後,ハ ギ ア ・ソフ ィア大聖 堂はイス ラム教徒 によ って モス クとして用 い られた。 そ して さらに,
この建物を踏襲 してス レイマ ン ・モス クな どが建て られ た。 つま りカル ロフの教会は,オ スマ ン帝
国 のモスクとさえ,遠 縁 の関係 にあ るわ けであ る。
このように,カ ル ロフの教会 は,古 代 ローマ帝国 の理念 につ ながる教会 であ り,東 西 ヨー ロ ッパ
各地の宗教建築 と遠 い親縁 関係 にあ り,し か もチ ェコとい う国の数百年 の歴史を くぐり抜 けて きた。
一見,プ ラハの街の片隅 に忘 れ られた ようにたたずんで いるよ うに見 えるが,実 は ヨー ロ ッパで も
他 に例のな い,類 い稀 な歴史 が刻 印 された教会なのであ る。
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